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要　旨
　　本学の地域看護実習では，看護実践能力の向上をめざし，実習目標に加え新たに到達目標を設
　定した．そして，この到達目標を用いて，学生が学習開始時に到達すべき学習内容を具体的な行
　動レベルで理解し，学習過程において学習の到達状況を自己評価することにより次の学習課題を
　明確にすることを重視した教育を試み，1年が経過した．
　　本研究の目的は，到達目標を用いた教育における学生の学習実態を明らかにすることにより，
　到達目標を用いた教育方法の意義と課題を抽出し，地域看護領域における実践能力の向上をめざ
　す教育方法を検討することである．
　　調査対象は，平成15年4月から平成15年7月に地域看護実習を行った4年次学生47名である．
調査項目は，①到達目標の用い方として，「自己評価をした時期」，「学習への活用状況」，「自己
　評価が難しかったこと」の3項目と②「実施できる」段階を到達目標とした項自の自己評価結果
　とその理由である．調査方法は，調査項目①は実習期聞：最終日の学生への面接聴取，調査項目②
　は自己評価用紙への学生の自由記述からそれぞれデータを得た．分析方法は，調査項目ごとに内
　容を整理した．
　　到達目標を用いた学習実態の結果として，以下が示唆された．確認された課題から，地域看護
　領域における実践能力の向上をめざす到達目標を用いた教育方法の改善点は，学生が実習・演習
　に沿って自已評価をできるようにするために，「実習・演習中に到達目標の活用を意図的に促す
　こと」，「実習課題の整理による学生の負担軽減」，及び「明確に意図が伝わるような目標表現の
見直しと説明の追加」である．そして，「常に『対象者の反応』を根拠に看護援助の意味を評｛薩
すること」の確認と，「身体状態の的確な把握j「家族を単位とした看護援助」「将来を予測した
予防的な援助」についての援助技術の強化である．また，確認された意義から，到達目標を用い
　た教育方法は，「自分の到達状況を正しく評価するカをつける」ことになり，看護実践能力の向
上につながると考える．
Key　Words　l地域看護実習，看護実践能力，到達目標，自己評価，
　　　　　　　　1．研究目的　　　　　　　　　　では，看護実践能力の向上を轡るため到達目擦を
　大学における看護学教育において，近年，看護　　　明確にする必要性が示されている．これを受けて，
実践能力向上の必要性が報告されている’｝．報告　　　本学の地域看護実習においても実習封糟に加え新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たに到達目標を設定した．到達蓑標は，全ての学
千葉大学看護学部地域看護学教育研究分野　　　　　　生に到達させたい学習内容を行動の形で表窺した
Department　of　Communlty　Health　Nursing，　School　　ものであ1〕，学生が自己の到達状溌を評寵する道
of　Nursing，　Chiba　University　　　　　　　　　　　　　　具として考え，設定した．
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　学習者が自らを評価することが主体的な学習展　　　識を関連させて理解し，説明できる」，「援助者と
開のための手段として重要であることは既に示さ　　　して目的とした行動が実施できる（以下実施でき
れている2｝・3）．学生が自己評価をしていく習慣を　　　る段階と示す）」の3段階で設定した．到達目標
身につけることは，主体的に学習を発展させてい　　　は自己評価用紙と合わせて実習期間初日に提示し，
く能力を身に付けることになり，将来にわたり自　　　実習・演習ごとに自己評価をして次の実習・演習
分自身で看護実践能力を高め続けていくことので　　　での課題を見つけるように活用してもらいたいこ
きる基盤として重要である．そのため，地域看護　　　と，および看護職としての自己評価の意義を説明
実習において，到達目標を用いて，学生が学習開　　　している．到達目標の内容は，実習・演習のはじ
始時に到達すべき学習内容を具体的な行動レベル　　　めに実習目的，方法などと合わせて解説を加えな
で理解し，学習過程において学習の到達状況を自　　　がら説明し，不明な点があれば質問をするように
己評価することにより次の学習課題を明確にする　　　促している．評価方法は，Aよくできた，　Bでき
ことを重視した教育を試み，1年が経過したとこ　　　た，Cあまりできなかった，　Dできなかったの4
ろである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　段階で評価すること，および「実施できる段階」
　本研究の目的は，到達目標を用いた教育におけ　　　に設定した目標項目については，学生が自らの看
る学生の学習実態を明らかにすることにより，到　　　護援助を適切に評価できるように，評価の結果だ
達目標を用いた教育方法の意義と課題を抽出し，　　　けでなくその理由を明記するよう説明している．
地域看護領域における実践能力の向上をめざす教　　　実習期聞最終日には教員との面接により学生の自
育方法を検討することである．　　　　　　　　　　　己評価の仕方と到達状況を確認し，今後の学習の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方向付けができるよう指導している．
瓦．地域看護実習及び到達目標を用いた教育方法
　　の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 皿．研究方法
　地域看護実習の概要を表1に示す．本学では実　　　1．調査対象：平成15年4月から平成15年7月に
習と前後の学内演習を連動させ，合計3週間で実　　　　地域看護実習を行った4年次学生とした．学生
施している．なお本報告では，学内演習を含めた　　　　には，研究の趣旨，研究参加は任意であること，
3週間を実習期間と示す．　　　　　　　　　　　　　　成果の公表には個人が特定できないようにする
　到達目標は，「実習地域の実態などを事実に基　　　　ことを説明し，同意が得られた47名を調査対象
ついて述べられる」，「地区活動の考え方や方法な　　　　とした．
ど実習地で体験した具体的事象と講義で学んだ知　　　2．調査項目と調査方法：調査項目は，①到達目
表1　地域看護実習の概要
内　　　　　　　容
学内
縁K
実習前
@　3日間
・家庭訪問及び地区活動の展開において大事となる考え方を確認する事例演習
E家庭訪問計画作成及び技術演習
E地域保健法及び参加する保健事業の法的根拠の確認
市町村
@　4日問
・実習市町村の行政機構及び保健活動の成り立ち，地区活動の実際について説明を受
ｯる
E保健事業の参加
E家庭訪問（母子，成人高齢者〕の実施（学生単独）及びカンファレンス
Eカンファレンスの実施
実習
保健所
@　3日間
・実習保健所の機能・役割，及び保健所保健師の役割について説明を受ける
E保健事業の参加
E保健師との同行による家庭訪問（難病，結核等）の実施　・カンファレンスの実施
学校
@　1日間
・学校での保健活動や養護教諭の役割について説明を受ける
E学級での活動に参加し，児童生徒のヘルスニーズを捉える
｝1び
p期
i濁1
@　学内
@　藁習
@　i
実欝後
@　3日間
・実習体験に基づく保健事業計画案の作成を通し，行政における保健師の役割を検討
ｷる
E実習体験の振り返りを通し，保健師の地区活動における看護の専門機能を検討する
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標の用い方として，「自己評価をした時期」，　　　習の終了直後に実施」，「一部の実習・演習は終
　「学習への活用状況」，「自己評価が難しかった　　　了直後に実施」，「実習期間の最後にまとめて実
こと」の3項目と②「実施できる」段階を到達　　　施」であり，1各実習・演習の終了直後に実施」
目標とした項目の自己評価結果とその理由とし　　　　した学生の割合は57％であった．学習への活用
た．調査方法は，①は実習期間最終日の学生へ　　　状況では，「役立った」，「役立った点と役立た
の面接聴取，②は自己評価用紙への学生の自由　　　なかった点がある」，「役立てられなかった」，
記述からそれぞれデータを得た．　　　　　　　　　　「役立たない」，「わからない，不明」であり，
3．分析方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役立った内容を含む学生は72％であった．自己
　　到達目標を用いた学習の実態は，以下に示す　　　　評価をした時期と学習への活用状況の関係をみ
　1），2）によって明らかにする．結果を基に　　　　ると，「役立った」学生29人中の，「各実習・演
到達目標を用いた教育方法の意義と課題を抽出　　　　習もしくは一部の実習・演習終了直後に自己評
　し，地域看護領域における実践能力の向上をめ　　　価を実施」した学生は27人（93％）であったが，
ざす教育方法を検討する．　　　　　　　　　　　　　「役立てられなかった」ギ役立たない」学生7
　1）到達目標の用い方として，①「自己評価を　　人中では，2人（29％）であった．学習への活
　　した時期」については，実習・演習の進行と　　　　用状況の内容は，「役立った」では「何を学べ
　　の関係で時期を整理する．②「学習への活用　　ばよいかわかり，目標が達成できるよう意識的
　　状況」については，内容を整理する．③「自　　　　に行動するのに役立った」「自分に不足してい
　　己評価が難しかったこと」については，「到　　　　る点を確認することができ，自己学習するきっ
　　達目標として示されている文言の理解」と「評　　　かけになった」などがあった．「役立てられな
　　価をする基準や考え方」の観点で分類しそれ　　　　かった」では「忘れていたため役立てられなかっ
　　それ内容を整理する．　　　　　　　　　　　　　た」「その都度評価しようと思ったが他のレポー
　2）「実施できる」段階を到達目標とした項目　　　ト等で余裕がなかった」などがあった．
　　の自己評価結果とその理由について「到達目　　　　　自己評価が難しかった内容は俵3），「到達
　　標の内容を正しく理解できているか」と「実　　　　目標として示されている文言の理解」では，「言
　　施した援助を適切に評価できているか」の2　　　葉の意味がわからない，目標の文章が似ていて
　　つの観点で教員が判断した内容を整理する．　　　　違いがわかりにくい⊥「自己評価をする基準や
　　教員の判断方法は，実習最終日の学生への面　　　　考え方」では，「述べられるなど到達段階の意
　　接において，自己評価用紙への学生の記述内　　　　味がわかりにくい」などがあった．
　　容を基に評価対象とした実習場面の状況や評　　　2．「実施できる」段階を到達目標とした項目の
　　価の理由についての学生の考えを確認し，そ　　　　自己評価結果とその理由
　　れらと到達目標の内容，及び実習演習中の指　　　　　「できた（A，B）」と自己評緬した学生の評
　　導をとおして教員が捉えている学生の学習状　　　　価結果と理由は，「目標を理解し，対象者の反
　　況とを照らし合わせ判断した．　　　　　　　　　　応を根拠にする等評価が適切である」，「目標を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理解していると思われるが，自分の行動を根拠
　　　　　　　W．結　　　果　　　　　　　　　　　にする等評価が適切でない」，「目標を理解して
1．到達目標の用い方　　　　　　　　　　　　　　いると思われず，評価も適切にできていない」
　　自己評価をした時期は（表2），「各実習・演　　　　に分類された（表4）．「目標を理解していると
表2　評価をした時期と学習への活用状況別人数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人（各合計人数47入対する割合％）
学　習へ　の活用　状況
自己評価をした時期 役立った
役立った点と役立た
ﾈかった点がある
役立てられ
ﾈかった
役立たない
わからない
s明
自己評価
ｵた時期別
㈹v人数
各実習・演習の終了直後に実施 19 3 1 ⑪ 4 2？（57）
一部の実習・演習は終了直後に実施 8 2 o ］． 2 13｛28）
実習期間の最後にまとめて実施 2 0 3 2 ⑪ 7（璽」
学習への活用状況別合計人数 29（62） 5（11） 4（9） 3（6）　　6（13） 47（100）i
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表3自己評働遜しかった内容　　恰計35人46件麟回答）
自己評価が難しかった内容 件数
言葉の意味がわからない，自標の文章が似ていて違いがわかりにくい 13到達自標と
ｵて示され
ﾄいる文言
ﾌ理解
「対象者」を誰にするか迷った 2
全体的に言葉や文章が難しい 2
「述べられる」「説明できる」「理解し実施できる」という段階の意味がわかりにくい 14自己評価を
ｷる基準や
lえ方 「Aできた」と「Bできない」どちらか迷った等，4段階の基準を考えることが難しかっｽ 6
複数の体験があったものは一つの体験に絞って評価してよいか等，体験と学びとの関係で
]価に迷った 5
自己評価の理由を考えることや一つ一つの項目について評価することが難しかった 2
自己満足に終わっているのではないか，自分の理解がずれているのではないかと考えた 2
表4　「実施できる」段階を到達目標とした項目の自己評価結果とその理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入（目標項目別の合計人数47人に対する割合％）
　　　「できた（A，B）」と
ｩ己評価した学生の評価理由の内容
　　「できなかった（C，D）」と
ｩ己評価した学生の評価理由の内容
　　　　　　　一
ﾚ　　　　　　標
目標を理解
ｵ，対象者
の反応を根
目標を理解
ｵていると
vわれるが，
ｩ分の行動
「できた（A，
a）」と自己
]価した学
ｶの合計
目標は理解
ﾅきている
ｪ，実施で
ｫなかった
「できな
ｩった（C，
c）」と自己
]価した学
ｶの合計
日標を理解
ｵていると
vわれず，
]価も適切
ﾉできてい
ﾈい
目標を理解
ｵていると
vわれず，
]価も適切
ﾉできてい
ﾈい
拠にする等一評価が適切
ﾅある
を根拠にす
る等評価が
K切でない
a．家庭訪問の目的を対象に伝えることができる 24（5ユ） 13（28） 1（2） 38（81） 6（ユ3） 3（6） 9（19）
b．援助者として対象者との人間関係が築ける 34（72） 4〔9） 4〔9） 42（89） 4（9） 1（2） 5（ユ1）
c．ニーズを判断する方法を理解し，実施できる 25（53） 3（6） 1（2） 29（62） 16｛34） 2（4） 18（38）
d．価値観や気持ち・考え方に応じた援助方法 28（60） ユ0（21） 3（6） 4ユ（87） 5（11） ユ（2｝ 6（13）
e．対象自身による問題解決をめざLた援助方法 19（40） 10（21） 2（4） 31（66） ユ4（30） 2（4） ユ6（34）
f．将来を予測した予防的な援助方法 4（9） 14（30） 6（13） 24（51） 19（40） 4（9） 23（49）
g．個々の家庭の生活の営みに合わせた援助方法 13（28） 15（32｝ 9（ユ9） 37（79） 6（13） 4（9） 10（2D
h．サービスの活用を図る援助方法 16（3封 ユ6（34） 3（6） 35（74） 11｛23） 1（2） 12（26）
i．家族員一人一人の健康生活を援助する方法 18（38） 6（13） 2（4） 26（55） 21（45） 0（0） 21（45）
」．家族の問題解決能力向上を目指した援助方法 5（1ユ） 4（9） 8（17） 17〔36） 8（17） 22（47） 30（64）
k．家族の結びつきを強化するための間接的援助方法 14（30） 10（21） 2（2） 26（55） ユ2（26） 9〈19） 21（45）
1．保健事業利用者のヘルスニーズを把握できる 30（64） 2（4） 7（15） 39（83） 3（旬　　5（11） 8（17）
備考：目標d～kは，表申に示した方法の後に「を理解し，実施できる」という表現が続く．金て市町村実習の目標であり，a
　　　～kは家庭訪問の実施，1は保健事業参加についての目標である．
思われるが，評価が適切でない」学生が多い目　　　　対象者の反応を確認すると捉えられている学生
標は，目標a．f．　g．　h．であり，目標f．　　　もあり，教員は，「提案等を伝えたことは必ず
g．は適切に評価できている学生より多かった．　　　しも援助できたことにはならず，対象者にとっ
それぞれの理由は，訪問目的や助言，提案等を　　　　て提案がどのような意昧があったか対象者の反
「伝えたから」が主であった．教員が面接にて　　　　応から評価することが大切」と助言していた．
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　　「できなかった（C，D）」と評価した学生の　　　　　の自己評価結果とその理由の実態からみた意
評価結果と理由は，「目標は理解できているが，　　　　義と課題1結果2より，課題としては，目標
実施できなかった」「目標を理解していると思　　　　　によっては自分の行動を根拠にする等援助の
われず，評価も適切にできていない」に分類さ　　　　　評価が適切にできていない学生が高い割合を
れた（表4）．「目標は理解できているが，実施　　　　　占めており，対象者の反応を根拠に援助の評
できなかった」学生が多い目標は，i．　f．　c．　　　価を考えることが十分身についていない実態
　e．であった．それぞれの理由は，目標iは　　　　が明らかになった．援助の評価の考え方を学
　「家族について情報把握ができなかった」が主　　　　　生に確認し，学生が理解できるようにしてお
であった．目標f．とe．は「援助の必要性を　　　　くことが必要と考える．また，目標項目の中
感じ助言をしたが，実行に結びつく具体策が思　　　　　で，目標i．j．　k．の「家族を単位とした
い浮かばず，結果として援助できなかった」「援　　　　　看護援助」と「身体状態の的確な把握と将来
助の必要性は感じていたが援助の実施に至らな　　　　　を予測したニーズの判断」及びf将来を予測
かった」「i援助の必要性を考えることが不十分　　　　　した予防的な援助」については，援助が実施
だった」があった．目標c．は「身体状態の的　　　　　できていない学生の割合が高いことが明らか
確な把握」と「将来を予測したニーズの判断」　　　　　になった．身体状態の的確な把握については
ができなかった学生が主であった．　　　　　　　　　　看護援助の基盤であり，「家族を単位とした
　　「目標が理解できてなく自己評価も適切にで　　　　　援助」や「将来を予測した予防的なi援助」は
　きていない」学生が特に多い目標は，自己評価　　　　　地域看護領域で特に求められる能力と考える．
結果ができた（A，B）とできなかった（C，　　　　　一方，意義としては，実施できなかった理由
D）学生を合わせると，j．家族の問題解決能　　　　をみると，学生は理由を考えながら自己評価
力向上を目指した援助方法であった．この目標　　　　を行うことによって，自分が援助を実施する
は家族が協力して問題解決する力の向上を意図　　　　　過程のどの部分でできなかったかを明確にし
　しているが，家族員個々の問題解決能力と理解　　　　ていると考える．また，「目標が理解できて
　している学生が多かった．　　　　　　　　　　　　　　なく自己評価も適切にできていない」学生に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついては，教員との面接によって目標の理解
　　　　　　　V．考　　　察　　　　　　　　　　　　を含む自己評価の仕方の修正が行えていると
1．学生の学習実態からみた到達目標を用いた教　　　　考える．
育方法の意義と課題　　　　　　　　　　　　　　　2．地域看護領域における実践能力の向上をめざ
　1）到達目標の用い方の実態からみた意義と課　　　　す到達目標を用いた教育方法
　題：結果1より，意義としては，学習への活　　　　　到達目標を用いた教育方法の課題から，地域
　用状況の内容から意識的に学習行動をとった　　　　看護領域における実践能力の向上をめざす教育
　　り，学習の進歩の具合が確認できたりと到達　　　　方法の改善点として以下が示唆された．学生が
　　目標は主体的な学習展開に活用されているこ　　　　実習・演習に沿って自己評価をできるようにす
　　とが明らかとなった．一方，課題としては，　　　　るために，「実習・演習中に到達目標の活用を
　全実習・演習終了直後に評価を行わなかった　　　　意図的に促すこと」，「実習課題の整理による学
　学生は学習に「役立てられなかった」「役立　　　　生の負担軽滅」，及び「明確に意図が伝わるよ
　　たない」という実態があった．学生が実習・　　　　うな目標表現の見直しと説明の追加」が必要と
　演習に沿って自己評価をできるようにするこ　　　　考える．そして，「常に『対象者の反応』を根
　　とが課題と考える．また，自己評価が難し　　　　拠に看護援助の意味を評価することjの確認と，
　かった内容から，到達目標として示されてい　　　　「身体状態の的確な把握」「家族を単位とした
　　る文言の意昧と，述べられるなど到達段階の　　　　看護援助」「将来を予測した予防的な援助」の
　意味がわかりにくいという実態があった．文　　　　援助技術の強化が必要と考える．また，到達目
　言の意味の理解については，結果2で60％以　　　　標を用いた教育方法の意義から，到達目標を用
　上の学生が目標の意味を正しく理解していな　　　　いた学習によって，自分が不足している部分の
　い項目があり，到達目標として意図している　　　明確化や自己評価の仕方の修IEを行うことが可
　意味を学生に明確に伝わるようにすることが　　　　能となり，自分の到達状況を正しく評価する力
　課題と考える．　　　　　　　　　　　　　　　　　をつけることにつながっていると考える．この
　2）「実施できる」段階を到達目標とした項目　　　ことは，看護実践能力の向上をめざす上で重要
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であり，実習における看護援助の目標は達成で　　　　て．2002．
　きなくとも教育上の目標に近づくと考える．　　　　2）田島佳子：看護教育評価の基礎と実際．第1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版，医学書院，3－－4，1989．
　　　　　　　　引用文献　　　　　　　　　3）舟島なをみ，杉森みど里：看護学教育評価論．
ユ）看護学教育の在り方に関する検討会報告：大　　　第1版，文光堂，11－13，2000，
学における看護実践能力の育成の充実に向け
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